
特別支援学校 【特別支援学校小学部・中学部学習指導要領(平成２９年告示)】(P.178～179)

〔職業・家庭〕

各段階の目標及び内容

○１段階

目　標

職業分野

　職業に係る見方・考え方を働かせ，作業や実習に関する実践的・体験的な学習

活動を通して，よりよい生活の実現に向けて工夫する資質・能力を次のとおり育

成することを目指す。

　職業について関心をもち，将来の職業生活に係る基礎的な知識や技能を身に

付けるようにする。

　将来の職業生活に必要な事柄について触れ，課題や解決策に気付き，実践し,

学習したことを伝えるなど，課題を解決する力の基礎を養う。

　将来の職業生活の実現に向けて，生活を工夫しようとする態度を養う。

家庭分野

　生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，衣食住などに関する実践的・体験的

な学習活動を通して，よりよい生活の実現に向けて工夫する資質・能力を次のと

おり育成することを目指す。

　家庭の中の自分の役割に気付き，生活の自立に必要な家族・家庭，衣食住，

消費や環境等についての基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能を身

に付けるようにする。

　家庭生活に必要な事柄について触れ，課題や解決策に気付き，実践し，学習

したことを伝えるなど，日常生活において課題を解決する力の基礎を養う。

　家族や地域の人々とのやりとりを通して，よりよい生活の実現に向けて，生

活を工夫しようとする態度を養う。

養護教諭 【中学校学習指導要領（平成２９年告示）保健体育】(P.126)

〔保健分野〕

目　標

　個人生活における健康・安全について理解するとともに，基本的な技能を身に

付けるようにする。

　健康についての自他の課題を発見し，よりよい解決に向けて思考し判断すると

ともに，他者に伝える力を養う。

　生涯を通じて心身の健康の保持増進を目指し、明るく豊かな生活を営む態度を

養う。

栄養教諭 【中学校学習指導要領(平成２９年告示)技術・家庭】(P.136)

〔家庭分野〕

目　標

　生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，衣食住などに関する実践的・体験的な

活動を通して，よりよい生活の実現に向けて，生活を工夫し創造する資質・ 能力

を次のとおり育成することを目指す。

　家族・家庭の機能について理解を深め，家族・家庭，衣食住，消費や環境など

について，生活の自立に必要な基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能

を身に付けるようにする。

　家族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決

策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを論理的に表現するなど，これ

からの生活を展望して課題を解決する力を養う。

　自分と家族，家庭生活と地域との関わりを考え，家族や地域の人々と協働し，

よりよい生活の実現に向けて，生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養

う。
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